
pHOTo話題

　教育会館と中央公園を子どもから高齢者までが
気軽に集い、交流できる拠点として、また市の中
心部の賑わいを創出するためのワークショップを
開催しました。
　各種団体の会員や一般市民、中高生ら57人が参
加し、５～ 6人の10グループに分かれて、市が示
した教育会館と中央公園のゾーニングイメージ
（平面図）を参考に、どのエリアにどのような機能・
設備があると良いかを考え、みんながわいわい、
わくわくする場所にするための意見を出し合いま
した。

　自由意見の主なものは、以下のとおりで、
ワークショップに参加し、いろんな世代間
で意見交換ができたことについて良かった
と感じた声が多くありました。また、どの
世代からも、多世代で交流できる場所を望
む声が多かったです。

多世代で意見交換ができ良かった.....18人
多世代が憩え、
　交流できる施設にしてほしい..........14人
いい施設にしてほしい..................................7人
Wi-Fiの整備をしてほしい............................3人
芝生の管理が心配..........................................3人
今の施設利用がどうなるのか心配.............. 2人
� など

ワークショップで出た
意見や感想など詳細は
ホームページをご覧く
ださい

問こども課(教育会館２階)　☎88－8771
　建設課（市役所１階）　☎88－8107

わいわい、わくわくする教育会館・中央公園に！
ワークショップを開催しました3/9

「満足・やや満足」
と回答

86.8％

満足
30.2％

やや満足
56.6％

やや不満
11.3％

未記入
1.9％

Qワークショップの満足度は？ Q自由意見

　遅羽町北山に江戸時代から続くとされる市無形
民俗文化財の伝統行事「観音さまのおすすめ」が6年
ぶりに開催されました。
　女性の日頃の労をねぎら
うための行事で、会場は笑
顔に溢れていました。

もう食べられません！3/22

　下水処理施設「勝山浄化センター」で消化ガスを
活用する発電所の開所式が行われました。
　事業主体は㈱マルツ電波
で、発電量は一般家庭の約
32世帯に相当する年間140
メガワット、年間約68tの
CO2削減が見込まれます。

消化ガス発電所でCO2削減へ3/24

　春季火災予防運動に合わせて、ケイテーこども
園の園児と女性消防団員が火災予防啓発のチラシ
を配付しました。
　また、消防署では「火の用
心」のシールを市内の菓子店
に配付し、店員が来場客に
防火を呼びかけました。

「火の用心!」園児らが啓発活動3/19

　4月から新1年生となる子どもたちの安全確保の
ためにと、福井エフエム放送株式会社から防犯ブ
ザー 140個を寄贈いただき
ました。防犯ブザーは入学
式のあと新1年生に配付しま
した。

ご寄附ありがとうございます3/26

ワークショップ終了後のアンケート結果から
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